（別紙１）

宮津市移住・定住ポータルサイト構築・運用保守業務仕様書

第１章　業務概要
１　業務名
宮津市移住・定住ポータルサイト構築・運用保守業務

２　業務目的
宮津市移住・定住ポータルサイト構築・運用保守業務（以下、「本業務」という。）は、本市の関係人口の創出・拡大及び移住・定住の促進を図るため、既存の移住・定住ポータルサイトを全面的にリニューアルし、地域住民及び関係団体等との官民共創による継続的な情報発信が可能なデジタルプラットフォームを構築し、もって市外の方と本市との多様な関わりを促進し、関係人口の創出・拡大を図るとともに、「移住・定住」へと繋げることを目的とする。

３　業務範囲及び期間
	業務範囲
	業務期間

	（１）サイト構築
	契約締結日から令和９年３月31日まで（予定）

	（２）既存の移住・定住ポータルサイトから新サイトへの指定記事の移行
	

	（３）職員等への操作説明等の導入・運用支援
	

	（４）サイト運用保守
	サイト構築後、令和９年３月31日まで（予定）


※令和９年４月1日以降のサイト運用保守については、別途締結する運用保守契約に基づき運用保守を実施する。

第２章　サイト構築に係る基本方針
１　サイトのコンセプト及びターゲット
宮津市は、日本を代表する景観である「天橋立」を始め豊かな自然景観に恵まれ、「海」「里山」「市街地」が互いに近接する地理的条件のもと、利便性と自然の豊かさの双方を享受しながら暮らすことができる。
　また、豊かな歴史・文化が街並みや暮らしの中に今も息づき、地域や人とのつながりを身近に感じながら暮らすことができることも魅力の一つである。
　こうした本市ならではの暮らしの豊かさをリアルにイメージでき、訴求力のあるサイトデザイン及び設計とする。
また、交流人口層・関係人口層・移住検討層などの本市との関わりの深度や、若者層・子育て世帯などの利用者の属性に応じ、ターゲットと伝えるべき情報が明確なサイト設計とする。


２　関係人口の創出から「移住・定住」までを繋ぐ総合的な機能の構築
サイトの構成として、まず地域の魅力発信等を通じて本市への認知・関心を高め関係人口を創出・拡大することから始まり、次にそうした関係人口が本市との多様な関わりを通じ関わりの度合いを深め、最終的に二地域居住や地域の担い手活動、本市への移住の検討へと繋がるよう、段階的に意識・行動変容を促す総合的な機能を有したサイトとする。

３　地域の情報発信及び関係人口創出基盤の構築
地域団体、関係人口創出拠点施設指定管理者など、各地域の関係者が、地域の魅力や活動等に関する情報を自ら発信できる仕組みを導入する。これにより、地域の魅力や活動等をタイムリーに可視化するとともに、地域と市外の関係人口の接点を創出し、「共創」による地域課題の解決等を図る基盤を構築する。なお、本機能は総務省が導入を進める「ふるさと住民登録制度」の本市における展開を見据え、制度と連携した機能の調整・検討を図る。

４　情報設計及びＵＩデザインの最適化
関係人口層、移住検討層など、様々なサイト利用者の関心の段階に応じ、利用者が求める情報に的確かつ直観的にアクセスできるような情報設計及びＵＩデザインとする。また、「モバイルファースト」を基本とし、スマートフォンでのサイト表示にも最適化する。

５　サイト運用に係る持続可能性の確保及び即時性の高い情報発信
　地域団体、関係人口創出拠点施設指定管理者など外部機関等へのＣＭＳアカウントの付与や、市ホームページをはじめとする関連サイト・SNS等との連携等により、効率的、魅力的、かつ即時性の高い情報発信を行う。

基本方針に基づくサイトの構成例　※一例であり、より効果的な独自提案等を妨げない
	大分類
	中分類
	小分類

	トップページ
	
	・新着情報・お知らせ・トピックス
・宮津市SNS・関連リンク等

	交流人口・潜在的関心層向け
	宮津市の概要・各地域の紹介
	・宮津市の概要
・市内の各10地区特色や地域の紹介、地域マップ（各地区が作成した紹介動画やSNSとの連携等）

	関係人口向け
	宮津市との多様な関わり創出
	・クロスワークセンターMIYAZU紹介
・ふるさと納税紹介
・MIYAZUTTO！（ふるさと市民制度）紹介
・各地域の取組発信、担い手活動発信・募集

	移住検討層向け
	移住検討導入
	・移住者の声
・移住ステップ紹介

	
	住まい・仕事
	・空き家バンク
・起業・就業関連情報

	
	支援制度
	・各種補助制度
・子育て支援

	
	移住相談窓口
	・移住コンシェルジュ



第３章　構築要件
１　サイト構築方式等
（１）現行の宮津市公式ホームページCMSとは独立したシステムとして構築すること。
（２）受託者が提供する外部クラウド環境上に構築すること。
（３）ドメインは独自ドメインの取得を可能とすること。
（４）HTTPS通信によりSSL/TLSによる通信暗号化を実施すること。
（５）SEO対策に配慮した設計とすること。
（６）アクセス数等、当該サイトによる情報発信の効果を計測できるシステムとすること。

２　CMS要件
（１）専門知識を有しない職員等が容易に操作できること。
（２）ブラウザ上で記事作成・編集・公開ができること。
（３）権限管理機能を有すること。
（４）記事の公開予約、公開終了設定ができること。
（５）画像及び動画を容易に掲載できること。
（６）記事履歴管理機能を有すること。
（７）誤操作時に復元可能なバックアップ機能を有すること。

３　地域活動の情報発信・関係人口創出機能
（１）外部機関等向けCMSアカウントを発行できること。
（２）アカウントごとに権限設定が可能であること。
（３）外部アカウントによる記事投稿機能を有すること。
（４）外部アカウントが作成した記事は即時公開されず、市担当者による承認後に公開される承認ワークフロー機能を有すること。
（５）承認・差戻し・修正依頼が可能であること。
（６）地域活動、ボランティア、地域の担い手活動等について情報発信・募集ができること。
（７）応募フォーム、LINE等外部サービスへの誘導により申込みができること。
　　　※参考：飛騨市交流促進サイト「ヒダスケ」

４　ＳＮＳ連携
（１）市及び前尾記念クロスワークセンターMIYAZU公式ＳＮＳ（Instagram、X、FaceBook、note、LINE）と連携できること。なお、連携方法は各ＳＮＳの特性や本市での運用方法を勘案し、効果的な方法を提案すること。（また、必須要件とはしないが、個人が投稿したＳＮＳの収集・公開についても効果的な連携手法があれば提案すること。）
※参考：熊本県公式観光サイト「くまもっと。」

５　関連事業との連携
（１）「ふるさと住民登録制度」、ふるさと納税サイト等との連携が可能な構造とすること。（既存の関連ページへの誘導による連携でも可）

第４章　デザイン要件
（１）宮津市での豊かな暮らしが具体的にイメージできるデザインとすること。
（２）関係人口層や移住検討層が求める情報に的確かつ直感的にアクセスできる構成とすること。
（３）スマートフォン対応を必須とすること。
（４）レスポンシブデザインを採用すること。
（５）写真や動画を活用し、訴求力がありリアルな地域の魅力が伝わる設計とすること。
（６）ユニバーサルデザインに配慮すること。
（７）サイトのトップページに宮津市の魅力をPRできるロゴ及びキャッチコピーを市と協議し、１点作成すること。

第５章　アクセシビリティ要件
（１）JIS X 8341-3:2016への準拠を基本とすること。
（２）高齢者及び障害者が利用しやすいサイト設計とすること。
（３）色覚多様性に配慮すること。

第６章　セキュリティ要件
（１）宮津市情報セキュリティポリシー（令和６年５月制定）に準拠すること。
（２）不正アクセス対策を講じること。
（３）脆弱性対策を講じること。
（４）アクセスログを保存すること。
（５）定期バックアップを実施すること。
（６）障害発生時の復旧手順を整備すること。

第７章　運用保守
１　保守期間
（１）公開後５年間を基本とする。

２　保守内容
（１）サーバ運用（メンテナンス等を除き、24時間365日の運用とする。）
（２）CMS保守
（３）障害対応
（４）問合せ対応
（５）セキュリティアップデート
（６）バックアップ管理

３　サポート
（１）問合せ対応の窓口を設置すること。窓口は、土日祝日を除き8時30分から17時15分まで対応すること。
（２）障害発生時は、速やかに対応することとし、緊急連絡窓口を設置すること。

第８章　研修
受託者は、市職員及び外部情報発信者向け操作研修を実施すること。
また、操作マニュアルを作成し、納品すること。

第９章　成果物
（１）事業実施報告書
（２）サイト設計書
（３）画面設計書
（４）サイトに使用したデザイン及び写真一式（ai、pngまたはjpeg形式）
（５）操作マニュアル
（６）研修資料
（７）テスト結果報告書
（８）保守・障害対応体制図・連絡先
（９）その他本業務遂行上必要な資料

第10章　その他
１　関係法令の遵守
受託者は、委託業務の実施に当たり関係法令を遵守すること

２　権利関係
（１）本業務による出版権及び著作権（著作権法（昭和45年法律第48号）第27条及び第28条に規定する権利を含む。）は全て発注者に帰属するものとする。
（２）所有権及び著作権、肖像権について
ア　制作物が他者の所有権や著作権を侵すものでないこと。
イ　使用する写真等の被写体が人物の場合、肖像権の侵害が生じないようにすること。
３　その他
（１）本仕様書に記載のない事項については、市と受託者で協議の上、決定する。
（２）個人情報の取扱いについては、市の指示に従うこと。本業務に関する一切の秘密を保持すること。
